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3一新メラニン細胞援張物質に就いて
石　川　信　雄
　著者の一入石川は先にLefua　echigonia　Jor・
dan＆Richardson　の尾端メラニン細胞を判定
規準とするメラノブオーレンホルモンの新検定法
につき褒表した。①哺乳動物に於てこの物質が如
何なる役割を演するか現在全く不明である。只僅
かに最近老衰現象の科學、巳口ちGerontologyに於
て尿中メラニン細胞披張物質の消長が注目される
に至つたのみである。然しながら子宮緊縮物質及
血塵上昇物質の如き後葉ホルモソと非常に密接な
る化學的相關性を有する爲、メラノブオーレンホ
ルモンの研究が或ひは方面開拓の一飛石となるか
も知れなV・。
　今回はメラニン細胞撞張物質が植物成分中に分
布されて居るかを検索し一新知見を得たのでここ
に報告する。豫試験として胸斜を用ぴ各種植物成
分含有飼料を径口投與し膿色壁化を観察した。そ
の結果、入参中にメラニン細胞刺戟物質の存在を
認めたo該物質の最適抽出剤として0’25％酷酸液
を選び又百分定規水酸化ナトリウム抽出法も良好
結果を得たoこの各フラクシヨンと脳下垂罷後葉
標準液とを以て、我等のドヂヨウ尾端検定法を實
施した庭、原液（A）は10mg／1c．　c．が1／100　M．　E．
の標準液に匹敵し、原液（B）は］／10M．E．標準
液濃度に近似効力を有する。換言すれば人参末
1grは脳下垂§豊後葉標準粉末1mgの有する効力
に相當する。然も最初の30分以内の反慮出現速度
は標準液の夫れよりも、むしろ速やかである。
　次にTrendelenburg及Iores法なる蛙背部皮
膚剥離片による検定法を用ぴて、脳下垂髄葉液と
人参抽出液との反悠を比較して見ると、第二表の
極めて興味ある結果を得た。郎ち第1表尾端検定
法と異り人参フラクシヨンは殆んど陰性であり、
雨法共に陽性を呈する後葉抽出液と比較する時、
著明な相違を示す。この事は人参フラクシヨンが
メラニン細胞に直接的に働くのではなくして、先
づ脳下垂韻を刺戟し第二次的にメラノフオーレン
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ホルモンの産出を促進せしめる作用機轄であらう
と推測される。この推定一手段としてツオンデツ
クアツシユハイム法を實施した虚弱V・ながらも陽
性反慮を示した。該研究は次報に於て詳細を報告
する。
　次に後葉抽出液と人参フラグシヨンに付き二三
の生化學的試瞼を行ぴ雨者の性質を封照して見
た。
　（Dアルカリ慶理。十分定規水酸化ナトリウム
にて分間水浴中加温する時。後藥物質に比し入参
抽出液は作用持績時間の増強が見られない。任1）
鰹酸分解。脳下垂膿後葉物質は完全分解されるに
反し、人参フラクシヨンは弱陽性反膳を保持して
居る。　（III）トリプシン分解。後莱物質は効力破
壊されるが、人参抽出液は効力に憂化を來さな
v・。（IV）抗利尿作用。蛙の水保留試験④を實施せ
る虚人参抽出液は陰性である。
　以上の實験により考察するに次の事項が思維さ
れた。　1人参中にはメラニン細胞刺戟物質が存
在する。（IDこの物質は水、酸、アルカリに溶解す
るが、エーテル、アセトンには不溶である。（III）
臆i下垂罷後葉物質とは異る性質を有する。（IV）脳
下垂讃後葉を刺戟し、二次的にホルモンを分泌さ
せる作用を有すると豫想される。
（實験の部）a
1、人参抽出液の製法
　實瞼材料たる人参は株式會肚宇津藥房より寄贈
された白参を使用した。本品1grに0．25％酷酸
水50cc．を加へ5分間煮沸後濾過、櫨紙上の残漆
は熱0．25％酷酸20cc．を加へて洗糠し、洗液は
濾液に合併する。合併液を炭酸ナトリウムで中和
しPH7．2に調整し全溶を水を加へて100cc．と
なす。之を原液（A）と稻する。自口ち本液1cc，中
人参末10mgに相當する有効物質を含有する。
　同様に百分定規水酸化ナトリウム50cc．．を以て
4煮沸抽出を行ひ、2－N一塵酸を以て中和全液を、10
0cc．となす。本液を原液（B）と構する。
　II　尾端検定法
　ホトケドジヨウの髄重1．5～1．2gr罷長5～6
6cmの比較的幼小なるものを試験動物とする。
一橡鐙につき5匹宛を選び橡定前に顯微鏡的に精
査しメラニン細胞球形に縮少せるものを用う。被
検液0．05cc．を背部に注射する。注射後適営時
間毎に尾鰭メラニン細胞を鏡楡し星芒状に憂化せ
るを認めた時に陽性とする。牛碇規準は原報鳥眞
に依る。（1）本試瞼結果を第一表に掲示する。
　III蛙皮膚切片検定法
　蛙の背部皮膚を剥離し流水にて洗潅1～2him2の
切片となしペトリー皿に入れた0．6％蛙リンゲル
液に30分間放置の鏡槍して適當なる標本を選び之
を被瞼液を入れた小皿中に移しメラニン細胞の憂
化を観察する。本試験の結果を第二表に掲示する。
　IV　アルカリ虚理
　人参抽出液（A）10cc．を探り．、之に水酸化ナト
リウム液を加へてN／10cc．濃度となし、15分間
煮沸水浴中に放置し放冷後稀盤酸にて中和し濃縮
して10cc，となす。本麗理液にて尾端試験法を爲
せる結果を第三表に示す。
　V　塩　酸　分　解
　瞼液に同量の濃璽酸を加へ24時間室温に放置す
る・（20°C）後減塵蒸嚢して可及的に盤酸を除き小
量の水にて稀稗し2規定水酸化ナトリウムで中和
し全量1．Occ．となす。本液にてぱ成分の大部分
は破壊される。
　VI　トリプシン分解
　検液5cc．に1％　トリプシン液4．5cc．10％
炭酸ナトリウム液0．5cc・を添加し37°の恒温
に24時間放置後10％酷酸にて中性となし蒸喪して
5cこ．に至らしめる。
　VII水分保留試験
　脳下垂鐙摘出蛙を使用する。術式ぱ（5）によ
る。一群6匹宛計5群の蛙を用意する。500ccビ
ー ヵ一に10〕・cの水を内れ蛙を投入しガラス覆
をする。蛙の艘重は0．］grまで計測し楡麗は腹部
リンパ腔に注射する。注射量は髄重10grに付き
1．0とする。
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